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立
案
な
ど
を
承
認
し
ま
し
た
。
途
中
、

現
在
の
神
奈
川
大
学
の
様
子
や
箱
根

駅
伝
の
ビ
デ
オ
が
放
映
さ
れ
ま
し

た
。
懇
親
会
に
移
り
、「
神
大
ビ
ー

ル
」
で
乾
杯
し
、
参
加
さ
れ
た
方
々

の
近
況
報
告
や
大
学
時
代
の
思
い
出

な
ど
酒
を
交
わ
し
な
が
ら
わ
き
あ
い

あ
い
と
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
に
、

「
寮
歌
」「
応
援
歌
」「
校
歌
」
を
全

員
で
斉
唱
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

閉
会
し
ま
し
た
。
今
回
、
都
合
が
悪

く
こ
の
日
ご
一
緒
で
き
な
か
っ
た
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
次
回

は
ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
安

東
支
部
長
の
も
と
当
日
は
、
受
付
、

会
場
案
内
、
進
行
、
音
響
、
会
計
な

ど
の
ス
タ
ッ
フ
に
幹
事
10
名
が
あ
た

り
総
会
と
懇
親
会
の
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
地
元

紙
・
山
陽
新
聞
に
掲
載
予
定
）

○５

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
年
２
回
。

総
会
年
１
回
。

※
昨
年
は
出
雲
駅
伝
応
援
。

防
長
宮
陵
会
支
部
総
会
　
平
成18

年

11

月19

日

○１

副
会
長
　
新
井
　
三
夫

○２

ホ
テ
ル
み
や
け

○３

15
名

○４

40
数
年
に
一
度
し
か
経
験
の
出

来
な
い
、
国
民
文
化
祭
が
地
元
山
口

で
開
催
さ
れ
、
何
ら
か
の
形
で
参
加

さ
れ
た
諸
兄
が
多
い
な
か
、
例
年
よ

り
一
週
間
早
い
時
期
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
支
部
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
は
、
本
部
か
ら
新
井
副

会
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
校
の
現
状
や
将
来
展
望
ま
で

の
お
話
、
特
に
少
子
化
の
中
で
生
き

残
る
学
校
経
営
、
興
味
深
く
う
か
が

い
ま
し
た
。
宮
陵
会
本
部
、
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
の
お
話
も
、
諸
先
輩
や
後

輩
達
の
活
躍
に
意
を
強
く
し
ま
し

た
。
懇
親
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

県
立
大
学
フ
ラ
メ
ン
コ
部
を
招
待
し

異
国
の
音
楽
と
踊
り
を
堪
能
い
た
し

ま
し
た
。
出
席
者
一
同
に
は
、
大
変

好
評
を
得
ま
し
た
。
最
高
齢
の
先
輩

の
乾
杯
で
始
ま
り
、
そ
の
後
は
、
程

よ
い
出
席
数
で
し
た
の
で
、
一
人
ひ

と
り
が
近
況
を
発
表
し
、
お
互
い
の

健
康
や
活
躍
状
況
を
称
え
あ
い
ま
し

た
。

○５

・
19
年
度
末
（
20
年
３
月
）
ま

で
に
萩
地
区
で
の
地
区
総
会

を
開
催
す
る
。

・
19
年
度
末
（
20
年
３
月
）
ま

で
に
、
周
南
地
区
で
の
同
窓

生
を
ま
と
め
る
。

・
19
年
度
　
本
部
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
に
参
加
し
、
支
部

会
員
に
紹
介
、
参
加
を
は
か

る
。

・
19
年
11
月
中
旬
　
支
部
総
会

伯
耆
支
部
総
会
　
平
成18

年
７
月
８

日○１

経
営
企
画
室
長
　
福
元
　
摩
湖

○２

米
子
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル

○３

21
名

○４

本
年
度
の
支
部
総
会
は
、
本
学

よ
り
初
の
女
性
来
賓
と
し
て
、
経
営

企
画
室
室
長
福
元
摩
湖
様
に
ご
出
席

を
賜
る
な
か
、
各
議
案
が
承
認
さ
れ
、

本
年
度
も
谷
本
正
紀
支
部
長
（
Ｓ
42

年
法
卒
）
を
初
め
と
す
る
、
現
役
員

体
制
の
継
続
と
な
り
ま
し
た
。
２
週

間
前
に
行
わ
れ
た
、
米
子
市
議
会
選

挙
で
見
事
６
選
を
は
た
さ
れ
た
、
山

形
周
弘
氏
（
Ｓ
45
年
経
卒
）
の
報
告

も
あ
り
、
２
年
後
に
控
え
た
支
部
創

立
20
周
年
記
念
事
業
の
話
題
で
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。

○５

・
母
校
訪
問
と
箱
根
駅
伝
予
選

会
応
援
ツ
ア
ー

・
全
日
本
大
学
駅
伝
応
援
ツ
ア

ー
・
支
部
創
立
20
周
年
記
念
事
業

の
立
案
会
開
催

香
川
支
部
総
会
　
平
成19

年
１
月
３

日○１

副
会
長
　
磯
邉
　
晃

○２

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

○３

40
名

○４

平
成
19
年
１
月
３
日
（
水
）
午

後
12
時
か
ら
香
川
支
部
総
会
を
開
催

し
た
。
こ
の
席
で
野
田
前
支
部
長
が

本
部
か
ら
感
謝
表
彰
を
受
け
、
こ
れ

ま
で
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
た
。
総
会

終
了
後
、
記
念
撮
影
を
行
い
、
午
後

12
時
40
分
か
ら
懇
親
会
に
移
り
、
会

員
間
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
特
に
今
回
平
成
18
年
卒

の
会
員
２
名
の
参
加
が
あ
り
、
心
強

く
思
っ
た
。

○５

18
年
１
月
３
日
　

香
川
支
部
総
会

18
年
２
月
５
日
　

丸
亀
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
神
大

Ｏ
Ｂ
選
手
の
応
援

18
年
５
月
27
〜
28
日

「
か
が
わ
国
際
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
６
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

18
年
10
月
28
日
　
役
員
会

18
年
11
月

香
川
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

18
年
11
月
18
日

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
（
徳
島
市
）

18
年
12
月
16
日
　
役
員
会

19
年
１
月
３
日

香
川
支
部
総
会（
神
大
レ
ポ

ー
ト
III
を
発
刊
）

愛
媛
支
部
総
会
　
平
成1

9

年
３
月

18

日
○１

専
務
理
事
　
平
能
　
孝
一

○２

い
よ
て
つ
会
館
　
３
階

ア
イ
ビ
ス
ホ
ー
ル

○３

24
名

○４

18
年
度
中
の
会
員
物
故
者
へ
黙

祷
の
後
、
総
会
議
事
に
入
り
役
員
改

選
に
つ
い
て
は
、
支
部
長
は
現
支
部

長
八
木
健
治
氏
（
50
経
）
を
再
任
、

事
務
局
会
計
担
当
の
栗
田
氏
急
逝
に

よ
り
事
務
局
体
制
を
刷
新
す
る
こ
と

と
し
た
。
15
年
間
事
務
局
長
を
務
め

た
和
中
俊
介
氏
（
46
法
）
か
ら
明
比

紳
一
郎
氏
（
52
経
済
）
に
交
代
し
た
。

19
年
度
は
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
開

催
県
と
し
て
11
月
17
日
（
土
）
を
予

定
し
た
い
。
同
日
に
は
、
学
校
法
人

が
愛
媛
県
内
子
町
に
創
立
者
米
田
吉

盛
先
生
の
胸
像
建
立
の
式
典
の
計
画

が
あ
り
、
翌
18
日
（
日
）
に
吹
奏
楽

部
演
奏
会
が
松
山
市
民
会
館
で
企
画

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
彩
な

企
画
が
あ
り
会
員
の
総
力
を
結
集
し

て
成
功
裏
に
導
き
た
い
。

高
知
支
部
総
会
　
平
成1

8

年1
2

月

２
日

○１

専
務
理
事
　
平
能
　
孝
一

○２

三
翠
園
ホ
テ
ル

○３

27
名

○４

三
翠
園
社
長
（
前
高
知
市
長
）

を
講
師
に
迎
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
功
名
が
辻
」
を
題
材
に
楽
し
い

話
で
あ
っ
た
。
ま
た
総
会
は
平
成
17

年
卒
業
の
参
加
者
も
あ
り
面
白
く
老

若
男
女
の
懇
親
会
で
あ
っ
た
。

○５

Ｈ
18
年
４
月
　
幹
事
会
・
花
見

参
加
約
20
名

Ｈ
18
年
６
月
　
幹
事
祝

参
加
約
20
名

Ｈ
18
年
11
月
18
日
　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
　
徳
島

５
名
参
加

Ｈ
18
年
12
月
２
日
　

高
知
支
部
総
会
　
27
名

（
予
定
）

Ｈ
19
年
３
月
　
花
見

Ｈ
19
年
５
月
　
ゴ
ル
フ
大
会

福
岡
支
部
総
会
　
平
成17

年
６
月
４

日○１

事
務
局
次
長
　
稲
垣
　
俊
博

○２

居
酒
屋
　
天
天

○３

23
名

○４

福
岡
支
部
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

現
在
平
成
の
大
合
併
が
話
題
に
な
っ

て
お
り
、
主
要
都
市
お
よ
び
地
方
市

町
村
間
で
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
ど
も
福
岡
県

内
に
は
４
支
部
と
多
大
で
あ
り
、
支

部
間
で
の
エ
リ
ア
が
輻
輳
し
て
い
ま

し
た
。
し
た
が
っ
て
今
回
一
部
支
部

を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
部
の

ス
リ
ム
化
及
び
支
部
活
性
化
の
効
果

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

将
来
は
２
支
部
へ
。（
福
岡
支
部
・

北
九
州
支
部
）

防
長
宮
陵
会
支
部
総
会
　

平
成
18
年
11
月
19
日

高
知
支
部
総
会
　

平
成
18
年
12
月
２
日

香
川
支
部
総
会
　

平
成
18
年
１
月
３
日

愛
媛
支
部
総
会
　

平
成
18
年
３
月
18
日

伯
耆
支
部
総
会
　

平
成
18
年
７
月
８
日

福
岡
支
部
総
会
　

平
成
18
年
６
月
１
日
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○５

１
、
２
月

支
部
『
新
春
の
つ
ど
い
』

２
、
４
月

支
部
『
ヤ
ン
グ
の
つ
ど
い
』

３
、
６
月

支
部
『
会
員
の
つ
ど
い
』

４
、
７
月
　

『
父
母
懇
談
会
』

本
学
後
援
会
主
催

５
、
９
月

『
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
』

那
覇
市

６
、
10
月
　

『
本
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
』

７
、
支
部
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

（
４
回
／
年
）

筑
豊
支
部
総
会
　
平
成1

9

年
２
月

17

日
○１

専
務
理
事
　
平
能
孝
一

○２

野
上
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル

○３

13
名

○４

夕
方
６
時
か
ら
の
総
会
は
、
弁

舌
爽
や
か
な
平
能
専
務
理
事
の
箱
根

マ
ラ
ソ
ン
の
話
や
、
学
校
の
情
報
を

詳
し
く
お
聞
き
し
、
和
気
藹
々
の
中

始
ま
っ
た
。
平
能
氏
と
同
年
輩
の
参

加
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
車
座
の
話

の
中
で
は
当
時
の
教
授
の
名
前
が
飛

び
交
い
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
計
は
９
時
を
回

っ
て
し
ま
っ
た
。
一
人
で
も
多
く
の

出
席
者
を
集
め
る
よ
う
に
努
力
し
、

次
の
総
会
で
の
再
会
を
約
束
し
散
会

し
た
。

○５

人
数
が
少
な
い
の
で
特
に
あ
り

ま
せ
ん
が
、
支
部
の
会
員
名
簿
を
全

員
に
送
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

北
九
州
支
部
総
会
　
平
成1

8

年1
1

月18

日

○１

副
会
長
　
新
井
　
三
夫

○２

中
華
飯
店
「
小
倉
飯
店
」

○３

24
名

○４

本
部
よ
り
新
井
三
夫
副
会
長
を

お
招
き
し
、
昨
年
同
様
小
倉
飯
店
に

て
会
費
５
０
０
０
円
で
開
催
し
ま
し

た
。
や
は
り
若
手
の
集
ま
り
が
悪
く
、

今
後
は
三
地
区
（
小
倉
、
八
幡
、
京

築
）
に
比
較
的
若
い
担
当
者
を
配
置

し
、
活
性
化
を
計
る
事
に
し
た
。

○５

４
月
・
７
月
・
10
月
　
役
員
会

８
月
　
在
学
生
と
の
交
流
会

11
月
　
支
部
総
会

別
に
京
築
ブ
ロ
ッ
ク
会

１
月
・
８
月
開
催

佐
賀
支
部
総
会
　
平
成1

8

年1
1

月

12

日
○１

副
会
長
　
磯
邉
　
晃

○２

は
が
く
れ
荘

○３

11
名

○４

磯
邉
晃
副
会
長
を
お
迎
え
し
て

の
総
会
で
あ
っ
た
。
母
校
の
キ
ャ
ン

パ
ス
の
変
貌
振
り
を
聞
き
成
長
、
発

展
を
再
認
識
し
た
。
地
域
支
部
で
は

特
に
ス
ポ
ー
ツ
や
学
問
面
で
の
活
躍

で
母
校
の
名
前
が
発
表
さ
れ
大
い
に

勇
気
付
け
ら
れ
る
。
母
校
が
21
世
紀

に
お
い
て
充
実
し
た
選
ば
れ
る
大
学

に
な
る
よ
う
支
部
会
員
一
同
尽
力
し

た
い
。

○５

８
月
　
佐
賀
支
部
役
員
会

10
月
　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
沖
縄
大

会
出
席

11
月
　
佐
賀
支
部
総
会

11
月
　
佐
賀
県
青
春
寮
歌
祭
へ

参
加

長
崎
支
部
総
会
　
平
成1

8

年1
1

月

25

日
○１

広
報
委
員
長
　
久
米
　
信
行

○２

ホ
テ
ル
　
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎

○３

12
名

○４

総
会
案
内
を
２
６
２
通
発
送

し
、
返
送
が
あ
っ
た
の
は
転
居
先
不

明
３
名
を
含
め
57
通
22
％
弱
で
し

た
。
参
加
者
も
、
平
成
の
卒
業
者
は

ゼ
ロ
で
、
今
後
若
い
人
た
ち
に
ど
う

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
が
課
題
で

す
。

○５

平
成
19
年
６
月
支
部
総
会
を
開

き
、
10
月
開
催
予
定
の
、
長
崎
で
の

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
成
功
に
向
け

て
準
備
し
た
い
。

熊
本
支
部
総
会
　
平
成1

9

年
１
月

20

日
○１

専
務
理
事
　
平
能
　
孝
一

○２

鶴
屋
百
貨
店

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン

○３

40
名

○４

昨
年
の
平
塚
軟
式
野
球
部
来
熊

時
の
お
礼
に
と
、
野
球
部
の
田
島
睦

浩
部
長
と
後
藤
喜
太
郎
コ
ー
チ
が
特

別
参
加
。
今
回
、
浦
田
剛
敏
会
員
が

作
成
し
た
「
熊
本
支
部
の
歌
」
を
総

会
に
て
初
披
露
。
今
年
よ
り
６
月
に

歳
祝
い
の
慶
祝
会
を
開
催
す
る
事
と

し
、
総
会
と
併
せ
て
年
２
回
集
ま
る

事
に
よ
り
、
支
部
の
今
後
の
ま
す
ま

す
の
活
性
化
を
図
る
事
と
し
た
。

○５

・
毎
月
第
三
木
曜
日
に
理
事
会

開
催
、
県
内
地
区
会
随
時
開

催
・
６
月
慶
祝
（
歳
祝
い
）
の
会

開
催

・
10
月
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
参

加
・
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

成
予
定

大
分
支
部
総
会
　
平
成1

8

年
７
月

22

日
○１

副
会
長
　
新
井
　
三
夫

○２

大
分
第
一
ホ
テ
ル

○３

32
名

○４

約
30
年
前
、
大
分
支
部
設
立
以

来
、
初
め
て
の
女
性
Ｏ
Ｂ
（
江
口
尚

子
氏
）
が
参
加
。
ま
た
平
成
17
年
卒

の
河
野
洋
平
氏
か
ら
昭
和
28
年
卒
の

佐
野
昌
良
氏
ま
で
文
字
通
り
老
若
男

女
が
32
名
参
加
し
、
ス
ピ
ー
チ
・
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・
校
歌
斉
唱
等
で
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

○５

平
成
18
年
７
月
22
日
　

大
分
支
部
総
会

平
成
18
年
１
月
28
日
　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

沖
縄
大
会
参
加

宮
崎
支
部
総
会
　
平
成1

8

年1
2

月

３
日

○１

専
務
理
事
　
平
能
　
孝
一

○２

ホ
テ
ル
浜
荘

○３

22
名

○４

支
部
総
会
に
先
立
っ
て
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
（
４
組
）
を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
者
は
61
法
岩
本
君
。
総
会
・
懇

談
会
で
は
全
員
が
近
況
を
報
告
。
楽

し
い
分
か
ち
合
い
で
し
た
。
近
年
若

い
世
代
の
参
加
者
が
増
え
て
い
る
の

が
喜
び
で
す
。

○５

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
　
４
組

忘
年
会
　
　
　
　
約
20
人
参
加

支
部
総
会
　
　
　
２
年
に
１
回

開
催

鹿
児
島
支
部
総
会
　
平
成1

8

年1
0

月14

日

○１

副
会
長
　
武
笠
　
健
次

○２

焚
火
処
　
盛
蔵

○３

20
名

○４

平
成
18
年
10
月
14
日
、
当
支
部

総
会
を
焚
火
処
盛
蔵
で
開
催
し
た
。

宮
陵
会
本
部
よ
り
武
笠
副
会
長
に
お

い
で
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
当
支
部
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
の
開
催
地
で
あ
り
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
例
年
の
ホ
テ
ル
で
の
開
催

か
ら
居
酒
屋
に
変
更
し
て
み
ま
し

た
。
参
加
者
は
例
年
よ
り
減
少
し
ま

し
た
が
、
初
参
加
者
が
２
名
あ
り
、

内
１
名
は
女
性
、
１
名
は
平
成
16
年

卒
の
若
者
で
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
い
つ
も
と
多
少
雰
囲
気
が
違
い
、

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
反
省
点

は
反
省
点
と
し
、
来
年
は
更
に
参
加

者
の
増
を
図
る
べ
く
役
員
一
同
、
心

新
た
に
頑
張
り
た
い
。

�
　
平
成
19
年
１
月
　
新
年
会

10
月
　
支
部
総
会

保
土
ヶ
谷
・
旭
区
支
部
総
会
　
平
成

18

年
５
月20

日

○１

専
務
理
事
　
秋
田
　
琢
次

○２

モ
ン
テ
フ
ァ
ー
レ
ヨ
コ
ハ
マ

支部だより■■■

熊
本
支
部
総
会
　

平
成
19
年
１
月
20
日

筑
豊
支
部
総
会
　

平
成
19
年
２
月
17
日

北
九
州
支
部
総
会
　

平
成
18
年
11
月
18
日

佐
賀
支
部
総
会
　

平
成
18
年
11
月
12
日

宮
崎
支
部
総
会
　

平
成
18
年
12
月
３
日

長
崎
支
部
総
会
　

平
成
18
年
11
月
25
日

大
分
支
部
総
会
　

平
成
18
年
７
月
22
日

保
土
ケ
谷
・
旭
区
支
部
総
会
　

平
成
18
年
５
月
20
日

鹿
児
島
支
部
総
会
　

平
成
18
年
10
月
14
日
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○３

24
名

○４

開
会
（
司
会
）→

支
部
長
挨
拶

→

来
賓
な
ら
び
に
出
席
者
紹
介→

来

賓
挨
拶→

議
題
（
17
年
度
事
業
報
告

に
つ
い
て
、
17
年
度
収
支
報
告
・
監

査
報
告
に
つ
い
て
、
18
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
他
）

→

講
演
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト→

懇
親
会

→

閉
会

○５

平
成
18
年
度
事
業
計
画

１
、
会
議

役
員
会
・
総
会
開
催

２
、
会
員
名
簿

作
成
・
発
行

３
、
会
報

作
成
・
発
行

支
部
設
立
10
周
年
記
念
号

４
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

立
上
（
体
裁
）
内
容

（
書
込
）
検
討

５
、
親
睦
会

６
、
本
部
要
請
へ
の
対
応

７
、
そ
の
他
目
的
達
成
に

必
要
な
事
項

相
模
原
支
部
総
会
　
平
成1

8

年1
1

月25

日

○１

理
事
長
　
　
白
井
　
宏
尚

専
務
理
事
　
平
能
　
孝
一

○２

相
模
大
野

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

○３

25
名

○４

約
５
０
０
名
に
案
内
。
欠
席
者

含
め
返
信
は
70
通
。
若
い
人
の
参
加

が
な
い
。

○５

総
会
　
毎
年
11
月
予
定
。

箱
根
駅
伝
応
援

１
月
２
日
　
湯
本
。

（
終
了
後
新
年
会
。
５
〜
10
名
）

箱
根
支
部
総
会
　
平
成1

8
年
６
月

20

日
○１

な
し

○２

ホ
テ
ル
　
お
か
だ

○３

８
名

○４

平
成
18
年
度
箱
根
支
部
総
会
を

箱
根
湯
本
ホ
テ
ル
お
か
だ
を
会
場
と

し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
永
峰
支

部
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
そ
の
中
で

母
校
の
現
状
報
告
等
が
あ
り
ま
し

た
。
乾
杯
は
南
足
柄
支
部
事
務
長
の

茂
原
氏
の
音
頭
で
行
い
、
行
事
報
告
、

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
、
な
ご
や
か
な
中
に
、
お
開

き
に
な
り
ま
し
た
。

○５

１
、
６
月
20
日

総
会
、
懇
親
会

２
、
10
月
中
旬
　
ゴ
ル
フ
大
会

３
、
駅
伝
応
援
会

西
多
摩
支
部
総
会
　
平
成
18
年
６
月

11

日
○１

理
事

杉
村
　
美
智
子

婦
人
部
委
員
長

川
島
　
佳
代
子

○２

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　

「
ゆ
と
ろ
ぎ
」
２
Ｆ
会
議
室

○３

９
名

○４

今
回
、
来
賓
に
女
性
役
員
の
方

の
ご
参
加
で
、「
支
部
活
動
へ
の
女

性
参
加
促
進
」
に
つ
い
て
、
婦
人
部

委
員
会
の
現
状
な
ど
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
結
論
は
出
ま
せ
ん
が
、
お

互
い
に
現
状
認
識
が
出
来
ま
し
た
。

○５

年
１
回
の
総
会
と
集
い
の
開

催
、
毎
月
の
役
員
に
よ
る
定
例
会
開

催
、
支
部
会
報
の
発
行
な
ど
、
昨
年

と
同
様
で
す
が
、
本
年
は
10
月
に
箱

根
駅
伝
予
選
会
が
、
立
川
市
と
昭
島

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
地
区
の
卒

業
生
へ
西
多
摩
支
部
か
ら
応
援
依
頼

の
通
知
を
出
す
予
定
で
す
。

南
足
柄
支
部
総
会
　
平
成17

年
６
月

10

日
○１

専
務
理
事
　
平
能
　
孝
一

○２

南
足
柄
市
女
性
セ
ン
タ
ー

○３

12
名

○４

宮
陵
会
本
部
か
ら
平
能
孝
一

氏
、
相
模
原
支
部
長
岡
野
一
雄
氏
が

来
賓
と
し
て
ご
出
席
を
頂
き
、
会
員

参
加
12
名
、
委
任
状
が
15
名
で
総
会

成
立
後
、
事
務
局
提
案
の
17
年
度
事

業
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査
報
告
が

説
明
さ
れ
た
。
そ
の
承
認
後
18
年
度

箱
根
支
部
総
会
　

平
成
18
年
６
月
20
日

西
多
摩
支
部
総
会

平
成
18
年
６
月
11
日

南
足
柄
支
部
総
会
　

平
成
18
年
６
月
10
日

相
模
原
支
部
総
会
　

平
成
18
年
11
月
25
日

横
浜
市
内

区
支
部
設
立
総
会
開
催
さ
れ
る

一
昨
年
か
ら
、
横
浜
市
内
の
組
織
化
を
検
討
し
て
き
た
企
画
委
員
会
の
答
申
に
呼

応
し
て
、
横
浜
市
内
の
５
区
が
、
そ
れ
ぞ
れ
合
同
で
支
部
結
成
の
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
こ
の
た
び
の
運
び
と
な
っ
た
。
去
る
３
月
17
日
に
大
学
に
賛
同
者
が

集
い
こ
の
た
び
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。

戸
塚
・
栄
区
支
部
設
立
総
会
　平

成
19
年
３
月
17
日

横
浜
北
支
部
設
立
総
会

（
都
筑
区
・
緑
区
・
青
葉
区
）

平
成
19
年
３
月
17
日

○１
会
　
　
長
　
狩
野
七
郎
　

副

会

長
　
新
井
三
夫
・
武
笠
健
次

専
務
理
事
　
秋
田
琢
次
・
平
能
孝
一

○２
神
奈
川
大
学
11
号
館
12
番
教
室

○３
19
名
　
加
入
者
49
名
　
在
住
者
数
２
、
４
７
０
人

○４
設
立
総
会
は
、
支
部
会
則
案
な
ら
び
に
役
員
候
補
者

案
、
そ
し
て
平
成
19
年
度
事
業
計
画
と
予
算
項
目
案

を
審
議
し
準
備
委
員
会
の
原
案
に
基
づ
き
承
認
さ
れ

発
足
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
新
支
部
長
に
大
川
英
喜

（
33
経
済
）、
副
支
部
長
に
原
田
義
彦
（
44
貿
易
）
・

前
田
和
男
（
33
法
）
が
選
出
さ
れ
た
。
事
務
局
長
に

武
笠
健
次
（
41
法
）、
会
計
は
佐
々
木
安
則
（
56
機
）

が
就
任
し
、
会
の
事
業
な
ど
詳
細
は
、
本
部
か
ら
の

会
報
な
ど
で
順
じ
紹
介
し
て
い
く
。

○１
会
　
　
長
　
狩
野
七
郎

副

会

長
　
新
井
三
夫
・
武
笠
健
次

専
務
理
事
　
秋
田
琢
次
・
平
能
孝
一

○２
神
奈
川
大
学
11
号
館
13
番
教
室

○３
27
名
　
加
入
者
58
名
　
在
住
者
数
２
、
０
２
２
人

○４
設
立
総
会
は
、
支
部
会
則
案
な
ら
び
に
役
員
候
補
者

案
を
審
議
し
準
備
委
員
会
の
原
案
に
基
づ
き
承
認
さ

れ
発
足
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
新
支
部
長
に
渡
邉
武

（
33
経
済
）、
副
支
部
長
に
伊
藤
祈
（
43
法
）
・
川
畑

千
穂
（
35
経
済
）
・
堀
米
博
（
平
成
元
貿
易
）
の
三

名
が
選
出
さ
れ
た
。
事
務
局
長
は
、
島
村
茂
（
47
経

済
）、
会
計
は
堀
内
寿
美
（
42
法
）
と
山
口
裕
子

（
56
経
済
）
が
就
任
し
、
会
の
事
業
な
ど
詳
細
は
、

本
部
か
ら
の
会
報
な
ど
で
順
じ
紹
介
し
て
い
く
。



た
。

２
、
賀
詞
交
換
会
を
18
年
１
月

24
日
に
開
催
し
た
。

３
、
第
９
回
全
国
会
計
人
会
サ

ミ
ッ
ト
に
３
名
出
席
し
た
。

ま
た
６
大
学
の
友
好
会
計

人
会
の
総
会
に
出
席
し
た
。

４
、
税
理
士
セ
ミ
ナ
ー
を
年
２

回
開
催
し
、
学
生
に
職
業

会
計
人
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

た
。

５
、
試
験
合
格
祝
賀
会
に
出
席

し
て
懇
談
し
た
。

６
、
総
務
委
員
会
で
教
育
基
金

の
あ
り
方
を
検
討
し
、
大

学
側
に
基
金
を
行
っ
た
。

十
五
宮
面
会
支
部
総
会
　
平
成18

年

６
月
３
日

○１

な
し

○２

メ
ル
パ
ル
ク
東
京
　
１
階
食
堂

○３

６
名

○４

写
真
の
よ
う
に
、
６
名
の
参
加

で
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
こ
と
を
連

絡
い
た
し
ま
す
。

み
や
も
電
華
会
支
部
総
会
　
平
成18

年
６
月
４
日

○１

な
し

○２

熱
海
簡
易
保
険
加
入
者
ホ
ー
ム

『
本
館
』
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事
業
計
画
、
予
算
案
が
提
出
さ
れ
了

承
。
今
総
会
に
は
新
規
加
入
の
参
加

が
あ
り
、
無
事
総
会
が
終
了
。
そ
の

後
場
所
を
移
し
懇
親
会
を
開
催
。
皆

さ
ん
と
親
交
を
深
め
て
散
会
と
な

る
。

○５

１
、
会
員
名
簿
の
整
理
、
支
部

だ
よ
り
の
発
行

２
、
講
演
会
の
計
画

３
、
東
京
箱
根
間
往
復
駅
伝
競

走
の
応
援

４
、
近
隣
市
長
の
同
窓
生
と
の

交
流
を
し
、
支
部
の
充
実

を
図
る
。
在
校
生
と
の
懇

親
を
行
う

三
洋
み
や
も
会
支
部
総
会
　
平
成18

年11

月24

日

○１

専
務
理
事
　
平
能
　
孝
一

○２

第
一
ホ
テ
ル
日
本
橋
店

○３

８
名

○４

当
日
は
８
名
の
会
員
が
出
席
。

来
賓
の
社
団
法
人
宮
陵
会
平
能
専
務

理
事
か
ら
大
学
の
現
状
や
陸
上
競
技

部
な
ど
の
各
部
の
活
躍
を
伺
う
こ
と

が
出
来
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

三
洋
み
や
も
会
の
母
体
で
あ
る
三
洋

証
券
は
解
散
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
神
大
の
同
窓
生
で
あ
る
と
同
時

に
、
三
洋
証
券
で
苦
楽
を
共
に
し
た

仲
間
意
識
を
大
事
に
し
、
今
後
も
会

員
の
交
流
の
場
と
し
て
三
洋
み
や
も

会
を
継
続
し
て
い
く
決
意
を
改
め
て

全
員
で
確
認
し
、
閉
会
い
た
し
ま
し

た
。

○５

年
１
回
　
総
会
を
兼
ね
た
懇
親

会
を
開
催
。

ク
リ
エ
ー
ト
メ
デ
ィ
ッ
ク
支
部
総
会

平
成18

年12

月
９
日

○１

専
務
理
事
　
秋
田
　
琢
次

○２

神
奈
川
大
学
箱
根
保
養
所

○３

13
名

○４

平
成
18
年
12
月
９
日
、
宮
陵
会

よ
り
秋
田
専
務
理
事
様
の
ご
出
席
を

頂
き
、
第
19
回
支
部
総
会
を
箱
根
保

養
所
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
お

よ
び
懇
親
会
で
は
、
秋
田
様
よ
り
大

学
や
宮
陵
会
の
近
況
な
ど
お
話
い
た

だ
き
、
楽
し
く
有
意
義
な
総
会
と
な

り
ま
し
た
。

○５

年
１
回
、
支
部
総
会
お
よ
び
懇

親
会
開
催

神
奈
川
大
学
会
計
人
会
支
部
総
会

平
成18

年
７
月13

日

○１

常
務
理
事
　
貝
田
　
泰
雄

講
師
　
　
　
田
中
　
弘
教
授

奥
山
　
茂
教
授

戸
田
　
龍
介
教
授

副
会
長
　
　
磯
邉
　
晃

○２

神
奈
川
大
学
　
１
号
館

○３

52
名

○４

第
13
回
定
時
総
会
は
、
神
奈
川

大
学
１
号
館
に
お
い
て
52
名
の
出
席

を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
第
１
部
は
午

後
４
時
30
分
よ
り
定
時
総
会
で
狩
野

議
長
の
も
と
で
第
１
号
議
案
か
ら
第

５
号
議
案
ま
で
全
て
原
案
通
り
承
認

可
決
さ
れ
た
。
第
２
部
は
講
演
会
を

行
い
、「
最
近
の
会
計
不
祥
事
と
会

計
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
対
応
」
の

テ
ー
マ
で
田
中
教
授
が
講
演
し
た
。

第
３
部
は
懇
親
会
を
８
階
に
移
し
、

夜
景
を
な
が
め
な
が
ら
楽
し
い
宴
と

な
っ
た
。
来
賓
と
し
て
大
学
、
宮
陵

会
の
ほ
か
、
友
好
会
計
人
会
か
ら
８

大
学
そ
の
他
多
く
の
関
係
者
、
会
員

と
が
交
流
し
、
盛
会
理
の
懇
親
会
で

あ
っ
た
。

○５

１
、
幹
事
会
を
６
月
14
日
と
12

月
１
日
の
２
回
開
催
し

○３

22
名

○４

「
第
38
回
み
や
も
電
華
会
」
総

会
は
梅
雨
入
り
前
の
好
天
に
恵
ま

れ
、
関
東
か
ら
長
崎
ま
で
の
各
地
か

ら
、
ご
同
伴
の
奥
様
方
を
含
め
22
名

が
参
集
し
た
。
先
ず
、
こ
の
１
年
間

に
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
５
名
の
会
員
の

冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
恒

例
の
宴
会
に
な
り
交
々
、
近
況
や
情

報
の
交
換
で
一
時
を
楽
し
み
、
更
に

別
室
に
て
歓
談
し
夜
遅
く
ま
で
歓

談
、
旧
交
を
温
め
た
。

○５

１
、
近
況
情
報
の
一
覧
、
名
簿

等
の
配
布
。

２
、
来
期
以
降
の
総
会
は
東
京

地
区
の
幹
事
が
担
当
す
る

事
に
な
っ
た
。

３
、
そ
の
他
各
地
区
で
の
集
会

は
適
宜
開
催
す
る
。

神
奈
川
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
会

支
部
総
会
　
平
成18

年12

月
２
日

○１

体
育
振
興
委
員
長
　
手
塚
　
正

○２

神
奈
川
大
学
19
号
館

Ｂ
１
階
　
「LU

X

」

○３

31
名

○４

２
０
０
５
年
度
活
動
、
決
算
報

告
、
２
０
０
６
年
度
活
動
、
予
算
案

を
報
告
し
、
来
年
と
な
り
ま
し
た
。

60
周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て
の
報
告

（
現
段
階
で
の
進
行
状
況
、
委
員
の

紹
介
等
）。
ま
た
、
箱
根
駅
伝
の
応

援
に
つ
い
て
手
塚
委
員
長
よ
り
お
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。
総
会
後
は
懇
親

会
を
行
い
ま
し
た
。

○５

４
月：

毎
年
開
催
さ
れ
る
関
東

大
学
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
３
部
）
の
試
合
案
内

11
月：

神
奈
川
大
学
ボ
ク
シ
ン

グ
部
60
周
年
記
念
式
典

開
催

（
総
会
も
兼
ね
て
行
う
）

神
大
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

支
部
総
会
　
平
成18

年
７
月14

日

○１

専
務
理
事
　
平
能
　
孝
一

○２

神
奈
川
大
学
１
号
館
　

８
０
４
会
議
室

○３

24
名

○４

平
成
18
年
度
の
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
平
成
17
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、
平
成
18
年
度
事
業
計

画
・
予
算
案
に
つ
い
て
承
認
を
し
ま

し
た
。
現
在
会
員
数
４
９
６
名
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
１
３
０
名
余

り
の
方
が
住
所
不
明
と
な
り
、
連
絡

が
と
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
会
員
は
全

国
各
地
に
お
り
、
な
か
な
か
一
同
に

会
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
会

報
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ブ
レ
ー
ク
」

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
用
語
で
速
攻
）
を
年

２
回
発
行
し
、
紙
面
を
通
じ
て
の
交

流
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
我
が
支
部

支部だより■■■

三
洋
み
や
も
会
支
部
総
会
　

平
成
18
年
11
月
24
日

ボ
ク
シ
ン
グ
部

Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会

平
成
18
年
12
月
２
日

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会
　

平
成
18
年
７
月
14
日

ク
リ
エ
ー
ト
メ
デ
ィ
ッ
ク

支
部
総
会
　平

成
18
年
12
月
９
日

会
計
人
会
支
部
総
会
　

平
成
18
年
７
月
13
日

十
五
宮
面
会
支
部
総
会
　

平
成
18
年
６
月
３
日

み
や
も
電
華
会
支
部
総
会
　

平
成
18
年
６
月
４
日
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の
活
動
は
、「
Ｏ
Ｂ
相
互
の
親
睦
と

現
役
へ
の
支
援
」
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
現
役
も
強
く
な
り
、
関
東
２

部
リ
ー
グ
で
男
女
と
も
に
活
躍
し
て

い
ま
す
。
我
々
も
元
気
に
が
ん
ば
ろ

う
と
再
会
を
約
束
し
て
解
散
し
ま
し

た
。

○５

平
成
18
年

９
月
　
役
員
会

10
月
　
現
役
の
関
東

大
会
応
援

11
月
　
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
へ

の
参
加

（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）

12
月
　
役
員
会
・
現
役
の
納

会
で
の
懇
親
会

平
成
19
年

２
月
　
現
役
と
の
交
流
会

３
月
　
役
員
会
・
現
役
の

追
い
コ
ン
で
の

懇
親
会

６
月
　
役
員
会

７
月
　
Ｏ
Ｂ
会
総
会

空
手
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会
　
平
成18

年
６
月17

日

○１

専
務
理
事
　
秋
田
　
琢
次

○２

神
奈
川
大
学
生
協
　
ラ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ル

○３

Ｏ
Ｂ
　
11
名

○４

昨
年
同
様
若
手
Ｏ
Ｂ
の
出
席
が

増
え
、
11
名
の
Ｏ
Ｂ
に
て
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
宮
陵
会
よ
り
秋
田
専
務

理
事
が
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
出
席
さ

れ
、
大
学
の
現
状
、
全
国
の
支
部
状

況
、
人
間
科
学
部
新
設
等
に
関
し
ご

説
明
い
た
だ
き
、
一
同
熱
心
に
拝
聴

し
た
。
次
に
、
中
山
会
長
よ
り
17
年

度
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ
、
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
65
周
年
記
念
事

業
が
全
国
か
ら
Ｏ
Ｂ
諸
氏
が
30
余
名

参
加
し
、
旧
交
を
温
め
成
功
裡
に
終

了
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、

Ｏ
Ｂ
会
則
の
見
直
し
、
練
習
強
化
等

今
年
度
の
計
画
が
提
案
さ
れ
た
。
会

計
よ
り
、
こ
こ
数
年
に
亘
り
、
Ｏ
Ｂ

会
予
算
の
節
減
に
よ
り
次
期
繰
越
金

が
１
０
０
余
万
円
の
見
込
み
と
報
告

さ
れ
、
現
幹
事
会
の
予
算
節
減
意
識

と
努
力
が
評
価
さ
れ
た
。
監
督
よ
り
、

現
行
部
員
数
29
名
及
び
現
役
の
活
動

報
告
が
な
さ
れ
、
又
、
Ｏ
Ｂ
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
の

説
明
が
な
さ
れ
た
。
総
会
終
了
後
は
、

例
年
の
通
り
学
生
と
の
合
同
懇
親
会

が
開
か
れ
、
総
勢
50
余
名
の
参
加
者

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
Ｏ
Ｂ
、
学

生
と
の
交
流
が
計
れ
た
。

○５

平
成
18
年

７
月
９
日
　
Ｏ
Ｂ
幹
事
会

12
月
９
日
　
Ｏ
Ｂ
幹
事
会

及
び
空
手
部

納
会

平
成
19
年

２
月
17
日
　
Ｏ
Ｂ
幹
事
会

４
月
21
日
　
Ｏ
Ｂ
幹
事
会

６
月
16
日
　
Ｏ
Ｂ
総
会

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会
　
平
成18

年12

月16

日

○１

専
務
理
事
　
秋
田
　
琢
次

○２

神
奈
川
大
学

ラ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

○３

64
（
委
任
状
含
）
名

○４

納
会
の
前
、
午
後
４
時
半
よ
り

宮
陵
会
・
柔
道
部
長
参
列
の
も
と
に

総
会
を
開
催
。
秋
田
専
務
理
事
よ
り

大
学
の
現
状
報
告
を
頂
い
た
後
、
伊

藤
Ｏ
Ｂ
会
長
よ
り
年
間
事
業
報
告

（
柔
道
部
・
宮
陵
会
と
の
関
わ
り
）、

会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
Ｏ

Ｂ
会
の
活
性
化
の
為
、
現
柔
道
部
総

監
督
の
木
村
氏
を
Ｏ
Ｂ
会
の
副
会
長

に
選
任
し
、
全
員
の
賛
同
を
得
て
総

会
を
終
え
ま
し
た
。

○５

平
成
19
年
度
　
事
業
計
画

１
、
新
入
生
歓
迎
会

２
、
夏
季
合
宿
壮
行
会

３
、
納
会

４
、
そ
の
他

宮
陵
会
行
事
へ
の
参
加

Ｏ
Ｂ
会
・
親
睦
会
の
開

催

神
奈
川
大
学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会
　
平
成18

年
６
月
24
日

○１

学
生
生
活
支
援
事
務
部
長

水
上
　
晃

専
務
理
事

秋
田
　
琢
次

○２

神
奈
川
大
学

ラ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

○３

33
名

○４

Ｏ
Ｂ
会
開
催
に
あ
た
り
、
一
番

の
問
題
は
昨
年
に
引
き
続
き
Ｏ
Ｂ
会

会
費
不
足
が
改
善
さ
れ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
特
に
今
年
は
一
部
昇
格
に
あ

た
り
リ
ー
グ
戦
は
全
て
有
料
試
合
と

な
り
そ
の
費
用
だ
け
で
も
１
０
０
万

を
超
え
て
し
ま
う
中
、
ア
ト
ム
ズ
活

動
運
営
費
の
有
力
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ

る
Ｏ
Ｂ
会
費
の
不
足
は
死
活
問
題
で

あ
る
。
今
一
度
、
真
剣
に
こ
の
問
題

に
取
り
組
み
、
具
体
的
に
行
動
を
起

こ
す
た
め
の
前
向
き
な
意
見
を
頂
戴

し
た
い
。

○５

５
月
　
　
　
　
理
事
会

６
月
　
　
　
　
理
事
会

総
会

８
月
・
９
月
　
合
宿
差
入
れ

９
月
〜
11
月
　
リ
ー
グ
戦
応
援

（
９
月
10
日
の
法
攻
戦
は

ア
ト
ム
ス
史
上
記
念
と

な
る
１
部
初
戦
は
応
援

強
化
の
為
Ｏ
Ｂ
集
合
）

１
月
　
　
　
　
箱
根
駅
伝
応
援

支
援

２
月
　
　
　
　
理
事
会

○１

専
務
理
事
　
　
秋
田
　
琢
次

事
務
局
次
長
　
平
能
　
孝
一

関
口
副
部
長

吉
本
監
督

岡
野

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

○２

神
奈
川
大
学
　
１
号
館
８
Ｆ

○３

55
（
現
役
35
）
名

○４

海
外
遠
征
に
て
金
メ
ダ
ル
獲
得

な
ど
一
部
校
と
し
て
の
地
位
を
確
立

し
つ
つ
あ
る
現
役
の
支
援
・
応
援
、

さ
ら
に
創
部
60
年
（
後
６
年
）
に
向

け
て
、
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
更
な
る
活
性

化
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、

後
援
会
と
し
て
現
役
父
兄
に
も
総
会

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

○５

東
日
本
学
生
リ
ー
グ
戦
（
５
月
）

を
中
心
に
各
試
合
の
応
援
。

卒
業
生
送
別
会
の
開
催
や
、
年
間

優
秀
選
手
の
表
彰
な
ど
、
現
役
と
の

交
流
を
持
っ
た
活
動
支
援
。

Ｏ
Ｂ
会
会
員
の
交
流
の
為
、
会
報

の
年
３
回
発
行
。

宮
陵
会
支
部
と
し
て
、
総
会
、
代

議
員
会
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の

参
加
。

神
奈
川
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
支

部
総
会
　
平
成18

年
４
月30

日

○１

専
務
理
事
　
秋
田
　
琢
次

○２

附
属
中
山
中
高
キ
ャ
ン
パ
ス

○３

38
名

○４

宮
陵
会
本
部
か
ら
秋
田
専
務
理

事
の
ご
出
席
を
頂
き
、
当
支
部
の
定

期
総
会
を
４
月
30
日
（
日
）
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
例
年
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
初
日
に
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
２
日
目
に
行
い
、

出
席
者
の
人
数
に
影
響
あ
る
の
で
は

と
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら

の
出
席
者
、
都
合
に
よ
る
退
席
者
含

め
38
名
で
開
催
し
た
。
な
お
、
総
会

終
了
後
は
、
例
年
通
り
現
役
を
含
ん

で
の
懇
親
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

○５

１
、
年
間
活
動
と
し
て
は
、
会

員
と
の
親
睦
を
計
る
に
必

要
な
情
報
交
換
の
為
に
必

要
な
会
員
の
住
所
の
確
認

業
務
。

２
、
年
１
回
の
会
報
発
行
（
今

年
は
34
号
）
と
会
費
寄
付

納
入
依
頼
。

３
、
春
、
秋
シ
ー
ズ
ン
に
於
け

る
試
合
の
応
援
と
指
導

（
現
役
の
）

４
、
年
間
７
〜
８
回
の
幹
事
会

柔
道
部

Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会

平
成
18
年
12
月
16
日

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会
　

平
成
18
年
６
月
24
日

レ
ス
リ
ン
グ
部

Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会

平
成
18
年
11
月
３
日

ラ
グ
ビ
ー
部

Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会

平
成
18
年
４
月
30
日

空
手
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会

平
成
18
年
６
月
17
日
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支部だより■■■

に
て
Ｏ
Ｂ
回
運
営
と
、
現

役
の
強
化
支
援
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
を
行
う
。

５
、
そ
の
他
総
会
準
備
、
２
年

に
１
回
発
行
の
名
簿
作
成

準
備
な
ど
。

神
大
卓
球
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会
　
平

成18

年11

月11

日

○１

な
し

○２

神
奈
川
大
学

19
号
館
ラ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

○３

51
名

○４

会
員
31
名
、
元
卓
球
部
部
長
の

荻
原
顧
問
、
東
郷
現
卓
球
部
長
、
現

役
の
４
年
生
及
び
幹
部
18
名
の
出
席

で
盛
会
で
し
た
。
総
会
で
は
、
Ｏ
Ｂ

会
設
立
の
昭
和
36
年
以
来
45
年
に
わ

た
り
会
長
を
務
め
ら
れ
た
梅
津
氏
及

び
ほ
ぼ
同
じ
期
間
副
会
長
を
務
め
ら

れ
た
大
友
・
桐
ヶ
谷
の
両
氏
が
辞
任

さ
れ
新
し
い
会
長
（
支
部
長
）、
副

会
長
（
副
支
部
長
）
が
選
出
さ
れ
た
。

○５

１
、
会
員
名
簿
の
作
成
・
配
布

（
た
だ
し
今
回
の
名
簿
か

ら
住
所
は
削
除
）

２
、
卓
球
部
の
試
合
の
「
応

援
＆
懇
親
の
会
」
の
開
催

３
、
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

４
、
卓
球
部
の
支
援
・
指
導

５
、
定
例
総
会
の
開
催

神
奈
川
大
学
写
真
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
支

部
総
会
　
平
成18

年
５
月27

日

○１

広
報
委
員
長
　
久
米
　
信
行

○２

神
奈
川
大
学
箱
根
保
養
所

○３

23
名
（
全
員
Ｏ
Ｂ
）

○４

昨
年
の
横
浜
開
催
の
時
に
決
定

さ
れ
、
再
会
さ
れ
た
箱
根
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
２
年
毎
の
役
員
改
選
に

あ
た
り
ま
し
た
が
、
小
田
会
長
の
続

投
が
全
員
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し

た
。
一
部
の
役
員
が
新
任
さ
れ
、
ま

た
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

Ｏ
Ｂ
の
写
真
展
を
開
催
し
よ
う
と
の

企
画
が
決
議
さ
れ
、
実
行
委
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
事
務
局
機
能

の
強
化
の
た
め
、
専
用
パ
ソ
コ
ン
の

購
入
な
ど
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
後
は
、
懇
親
会
を
行
い
、
い
つ

も
な
が
ら
の
旧
交
を
温
め
な
が
ら
も

白
熱
す
る
議
論
で
熱
い
夜
と
な
り
ま

し
た
。

○５

毎
年
、
６
月
の
第
１
土
曜
日
を

総
会
と
し
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
雨

が
絡
む
の
が
ジ
ン
ク
ス
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
も
朝
か
ら
雨
で
し
た
。
年

間
の
活
動
報
告
と
し
て
、
決
算
を
公

開
し
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
運
営
を
行
う

た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
活
動
内
容

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
に
散
ら
ば
る
役
員
は
合
計
15

名
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
を
使
っ

て
「
ネ
ッ
ト
役
員
会
」
を
年
間
５
〜

６
回
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
会

長
以
下
役
員
全
員
の
考
え
を
ぶ
つ
け

て
、
支
部
の
方
針
を
決
定
し
て
お
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
運
営
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

女
性
会
員
の
つ
ど
い
支
部
総
会
　
平

成18

年10

月29

日

○１

専
務
理
事
　
秋
田
　
琢
次

○２

ヨ
コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド

イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
「

」

○３

34
名

○４

例
年
大
学
（
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
）

内
で
講
演
会
付
き
準
総
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
４
０
０
０

通
の
案
内
状
発
送
も
年
次
を
下
げ
る

な
ど
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
参

加
者
は
減
る
傾
向
で
、
今
年
は
女
性

に
人
気
の
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
を
会

場
に
企
画
致
し
ま
し
た
。
結
果
は
予

想
以
上
の
参
加
希
望
が
あ
り
、
予
約

し
た
部
屋
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
で

盛
会
で
し
た
。
又
、
約
３
分
の
１
が

初
め
て
の
方
で
、
秋
田
専
務
の
大
学
、

宮
陵
会
の
近
況
報
告
の
あ
と
、
食
事

を
頂
き
な
が
ら
の
懇
親
会
、
そ
し
て

最
後
に
次
期
委
員
候
補
の
選
出
を
行

い
ま
し
た
。

○５

婦
人
部
は
年
１
回
の
準
総
会
を

神
奈
川
・
東
京
在
住
の
女
子
卒
業
生

を
中
心
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在

横
浜
市
内
の
区
支
部
の
立
ち
上
げ
が

準
備
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
は
女
性

だ
け
の
会
は
発
展
的
解
散
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
支
部
活
動
の
中
で
女

性
が
参
加
し
や
す
い
（
し
た
く
な
る
）

企
画
が
な
い
と
参
加
は
難
し
く
な
る

と
思
い
ま
す
。

女
子
会
員
の
つ
ど
い
支
援
部
会
　

平
成
18
年
10
月
29
日

写
真
研
究
部

Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会
　

平
成
18
年
５
月
27
日

卓
球
部
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部
総
会
　

平
成
18
年
11
月
11
日


